待降節第２主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年12月7日
「わたしの宝」
マラキ書3章13～18節
3:13 あなたたちは、わたしに／ひどい言葉を語っている、と主は言われる。ところが、あなたたちは言う／どんなことをあなたに言いましたか、と。
 3:14 あなたたちは言っている。「神に仕えることはむなしい。たとえ、その戒めを守っても／万軍の主の御前を／喪に服している人のように歩いても／何の益があろうか。
 3:15 むしろ、我々は高慢な者を幸いと呼ぼう。彼らは悪事を行っても栄え／神を試みても罰を免れているからだ。」
 3:16 そのとき、主を畏れ敬う者たちが互いに語り合った。主は耳を傾けて聞かれた。神の御前には、主を畏れ、その御名を思う者のために記録の書が書き記された。
 3:17 わたしが備えているその日に／彼らはわたしにとって宝となると／万軍の主は言われる。人が自分に仕える子を憐れむように／わたしは彼らを憐れむ。
 3:18 そのとき、あなたたちはもう一度／正しい人と神に逆らう人／神に仕える者と仕えない者との／区別を見るであろう。

ヨハネの手紙一4章7～12節
 4:7 愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は神から出るもので、愛する者は皆、神から生まれ、神を知っているからです。
 4:8 愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです。
 4:9 神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。
 4:10 わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。
 4:11 愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのですから、わたしたちも互いに愛し合うべきです。
 4:12 いまだかつて神を見た者はいません。わたしたちが互いに愛し合うならば、神はわたしたちの内にとどまってくださり、神の愛がわたしたちの内で全うされているのです。

1 
　最近、毎日のように新聞の折り込み広告に「あなたのお宝買い取ります」といった類のものが入っています。昨今の終活ブームで「これは大切な宝物ものだけど、もう使わないだろうな」と思うものを片付けて売る人や遺品整理で捨てるくらいなら少しでもお金になりそうなものを売る人が多いのです。
私も、妻の両親の遺品整理をしていた時、「これは両親が大切にしていたものだからそこそこいいお値段で売れるんじゃないかな」と期待して買い取り業者に家に来てもらったことがあります。すると二束三文にしかならなくて非常にがっかりしたのを覚えています。父とか母とかその本人にとっては宝物であって非常に価値のあるものなんですが、他の人から見れば「型が古い」とか「流行じゃない」言われてあまり価値のないものになるのです。
　私たちにはそれぞれに宝物があります。それは例えば骨とう品など他の人から見ても価値のあるものもあれば、他の人から見れば単なるガラクタに過ぎない何の価値もないようなものもあります。その多くは他の人から見れば何の価値もないようなものが多いのかもしれません。他の人から見れば無価値なものにすぎないけれど、その人にとっては大切な思い出と共に決して手放したくない大切な宝物なのです。
2 
　アドベント第2主日になりました。アドベントクランツに灯りが二つともりました。私たちの大切な宝物であるイエス様の御降誕と再臨を待ち望む時を共に過ごしています。共に読み進めてきました、旧約聖書のマラキ書も来週の主日で読み終えて、クリスマスからルカによる福音書に戻って共に御言葉に聞いていきたいと思います。
　このマラキ書は難しい内容ではありますが、ここに描かれているのは一言で言うと「神様の愛」ということができると思います。「神は愛なり」です。神様が「わたしはあなたたちを愛している」との愛の告白で始まるのがこのマラキ書です。イスラエルの人々は神様からそのように愛の告白をされても、目の前の現実の厳しさや生活の苦しさや、いつまでたっても救い主が現われないという待ちきれない苛立ちから「そうはいいますけど、どのように愛を示して下さったのですか」と神様の愛を素直に受け止めることができないのです。それゆえに、形ばかりの礼拝になってしまったり、異教の神に走る人もいたわけです。神様はそのようなイスラエルの人々に対して、「もう知らん。好きにすればいい」とお見捨てになるのではなくて、「わたしに立ち帰れ」と言われるのです。「立ち帰れ」「掟を守れ」「十分の一のささげものをささげて私を試してみよ。必ずあなたたちを祝福する。」とそれでも愛を示して下さっているのです。それは他でもない、神様は変わらずに神様でいてくださるからです。どんなことがあっても変わらずに愛して下さり、共に歩んで下さるからなのです。
　神様に背き神様に不平不満を言うイスラエルの人々はじゃあ神様の事を全く信じなくなってしまったのかというと、決してそうではないと思います。信じてはいるのだけれども、目に見える神様の愛がわからない、目の前の状況が良くなれば神様の愛が分かるのかもしれないけど、目の前の状況が良くならない。それどころか、神様を信じていない人たちが悪い事をしても裁かれることなく栄えていたりこの世界で我が物顔でふるまっている、今の私たちのような状況に当時のイスラエルの人たちは神様に不平不満を言うのです。そして状況が悪くなればなるほど神様への不満の言葉はひどくなっていくのです。神様はそのことを指摘するのですが、人々は「どんなことをあなたに言いましたか」としらを切るのです。
　16節に「主を畏れ敬う者たち」と出てきます。この「主を畏れ敬う者たち」と13～15節の不平不満を言う人たちは別の人たちと考える考え方もあるのですが、私は同じ人たちかなと思います。主を畏れ敬う人たち、つまり神様を信じて神様を礼拝して生きる者たち、私たちの事を考えてもそうですが、神様を信じているからといって神様に不平不満を一切言わないで信仰の歩みをしているかと言えば決してそうではないと思います。信じていても、いや信じているからこそ、私はこんなに信じているのに苦しい目に遇わないといけないのだろうとか、信じていない人が悪いことをしているのに裕福でいたり権力を握っていたりするのを見ると、「神様、私は神様を信じ歩んでいるのどうしてこんなに辛い目にばかり合わないといけないのですか」とか「どうして信じていない人がこの世界で大きな顔をしてのさばっているのですか」と不平不満を言ってしまうことがあるのです。「主を畏れ敬う者たち」だからこそ不平不満を言う、それが私たちの信仰の歩みではないかと思うのです。
　そして、神様は「主を畏れ敬う者たち」のつぶやきや不平不満を退けられるのかというと決してそうではなく、耳を傾けて聞いてくださるのです。その耳でしっかりと聞いてくださるのです。そして、神様の手元にある「記録の書」にしっかりと私たちの不平不満やつぶやきが書き記されているのです。もちろん「記録の書」には不平不満ばかりでなく、神様を讃美をした讃美も祈りの言葉も、私たちの信仰の記録が神様の記録の書に記されているのです。


3 
　神様はそのようにつぶやきや不平不満と共に賛美をし祈るイスラエルの民をそして私たちを、17節でありますように「わたしが備えているその日」つまりイエス・キリストが来られる日であり、神の救いが完成する日に「わたしにとって宝となる」と言って下さるのです。宝というのはとても価値のあるかけがえのない大切なものということです。
　「主を畏れ敬う者」として、神様を信じて神様を神様として礼拝して一切不平不満も言わない、はたから見たら立派で完璧な信仰者と言えるそんな人は確かに「私の宝」と神様から言ってもらえるのは納得です。でも、そんな立派な信仰者っているのでしょうか。何の欠けもない、何の落ち度もない、いわば聖書が服を着て歩いているような立派な信仰者っているのでしょうか。私はいないと思います。むしろそんな人がいたらそんな人こそが律法主義に陥って不平不満を言ったり、罪を犯してしまう人たちを裁いてしまうのではないかと思います。「義人はいない一人もいない」の言葉にあるように、神様の前に正しい人など一人もいません。私たちの誰もが欠けだらけの罪人です。神様を信じていても不平不満を言うこともあります。神様に聞かれたくないことをつぶやいてしまうことがあります。神様の愛が分からなくなってしまうことがあります。神様が見えなくなることもあるのです。ついつい自分中心に物事を考えて、いつのまにか神様を隅っこに追いやってしまうこともあるのです。
そんな私たちが「わたしの宝」と言っていただける、それは、ただ神様の憐れみによるのです。神様の憐れみ、それは神様の愛ということができます。神は愛なり。愛である神様がただ私たちを愛して下さっているのです。

4 
今日の新約聖書の箇所はヨハネの手紙一4：7～12です。この4：8に「神は愛だからです」と記されています。文語訳聖書で「神は愛なればなり」と訳されています。16節は有名な「神は愛なり」と訳されています。「神は愛なり」神様が愛ゆえに私たちを宝とおっしゃって下さるのです。
そして、9節10節に神様がどのように私たちを愛して下さっているのかが記されているのです。
「神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。
 　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。」
イエス様誕生のクリスマスが何のためであったのかがはっきりと記されているのです。「わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。」私たちが神様に背き、不平不満を言い、神様を悲しませてしまうのです。でも、神様はそんな私たちを「そんな奴はいらない」とお見捨てになることはないのです。私たちの罪の贖いのいけにえとして大切な御子イエス様を私たちのもとにお遣わしくださったのです。そして、それは「わたしたちが生きるようになるため」なのです。生きる、それはただこの地上の歩みだけを生きるのではなくて、永遠の命に生きるです。永遠に主と共に生きる、その希望を神様は私たちに与えてくださっているのです。神様が私たちを愛して下さっているからです。「神は愛なり」の神様が私たちをただ愛によって私たちを「わたしの宝」と言って下さるのです。

5 
　「わたしの宝」私たちは神様から「あなたは私の宝物」と言われるのにふさわしいものでしょうか。立派で価値ある骨董品のように、はたから見ても信仰も行いも社会的な地位においても「あの人は素晴らしい」と言ってもらえるようなキリスト者でしょうか。あるいは、教会に行っている人は成人君子であり、自分みたいな下世話な人間は教会に行くのにふさわしくないと考える人がいますが、はたしてそうでしょうか。
コリントの信徒への手紙一1：26～31にこのような言葉があります（300頁）。
「1:26 兄弟たち、あなたがたが召されたときのことを、思い起こしてみなさい。人間的に見て知恵のある者が多かったわけではなく、能力のある者や、家柄のよい者が多かったわけでもありません。
 1:27 ところが、神は知恵ある者に恥をかかせるため、世の無学な者を選び、力ある者に恥をかかせるため、世の無力な者を選ばれました。
 1:28 また、神は地位のある者を無力な者とするため、世の無に等しい者、身分の卑しい者や見下げられている者を選ばれたのです。
 1:29 それは、だれ一人、神の前で誇ることがないようにするためです。
 1:30 神によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、このキリストは、わたしたちにとって神の知恵となり、義と聖と贖いとなられたのです。
 1:31 「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。」
神様が私たちを教会へと招いて下さったのは私たちが世の「無学な者、無力な者、無に等しい者、身分の卑しい者や見下げられている者」だからです。決して立派な者ではない、ましてや聖人君子などではない、むしろこの世において二束三文にもならないような価値なき者です。とてもとても「わたしの宝」と言ってもらえるような人間ではないのです。
けれども、そんな世の価値なき弱く小さな私たちを教会へと招いて下さり、「わたしの目にあなたは価高く、貴く、わたしはあなたを愛し」（イザヤ43：4）とおっしゃって下さるのです。
　「神は愛なり」神様の愛に感謝をして主を誇って共にアドベントの時を過ごしていきましょう。
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